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陣前出産の子―穆桂英と陳靖姑 
 

陣前生産的孩子－穆桂英和陳靖姑 

 

大 塚 秀 高
＊ 

 
OTSUKA, Hidetaka  

 
 まえがき 

「ヨーロッパ中世の文学とメディア」を副題と

するクラウディア・ブリンカー・フォン・デア・

ハイデの『写本の文化誌』1が翻訳出版された。そ

の「第二章 注文制作」に「中世の作者は物語を

自分で考え出すことはしなかった。彼らの仕事は

新たな解釈で語り直す、表現を洗練させる、エピ

ソードを補う、順序を変える、省略するなど、原

典を改作することだった(104p)」との記述がある。

また「第四章 作者とテキスト」には「英雄叙事

詩の作者だけは基本的に名をなのらなかったが、

それは彼らが語ったのが数世紀にわたり語り継が

れてきた「古の物語」で、語り継がれたという事

実によってすでに権威を認められていたからであ

る(197p)」、「中世詩人は……自身の世界観を披露

することには消極的で、創造的な個人としてより

伝統の仲介者としてふるまっていたため、単なる

書記、編纂者、注釈者と作者との境界線は流動的

で、その違いは中世人の目にもさだかでなかった。

しかし俗語による、主として世俗のテーマを扱う

文学が盛んになるにつれて、作者の自己意識にも

変化が生じ、また受容する側のテキストや詩人に

対する考え方も変わってきた。どうやら中世詩人

の評価は、その詩人によるものと認められる、変

更不可能なテキストを基になされたわけではない。

むしろ実際は正反対で、「不確実な」テキスト（つ

まり写本の異同が多いテキスト）こそが、その歌

や物語が広く人気を博したことの証拠であるよう

に思われる。こうなると「作品」という概念はき

わめて怪しくなってくる。その概念はポストモダ

ン理論の中で批判の集中砲火を浴びているが、「作

品」を単一で、完結した、不可変のものと理解す

るなら、それは中世のテキストには一切当てはま

らない。だからオリジナルのテキストを探し、ま

た再構成するという旧来の文献学に逆戻りするこ

とは間違いだし、もはや誰もそんなことをしよう

としていないのである。ただ、テキストの変更が、

あってはならない非難されるべきことなのか否か

については議論の余地がある。それを判断するに

はそのヴァージョンが、作者自身が手を入れたも

のなのか、作品を改編する意図を持った人物によ

って書かれたものなのか、それとも単なる筆耕の

仕事なのかを慎重に吟味しなければならない。目

の前のテキストに作者意識が見て取れるか、制作

者とテキストを文学シーンにいかに位置づけるか、

テキストをめぐる環境が受容者の理解や認識にど

の程度影響を与えていたのかについては、そのつ

ど十分に検討されるべきだ(226p～227p)」、「中世

の文学がめざすのはオリジナリティではない。新

しいことを考えつくのが重要なのではなく、すで

にある素材を取り上げて、それを新たに、これま

でとは違う形で語ることが求められたのである
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(238p)」などの記述が見られる。筆者これを読み、

我が意を得たと思った2。 
宋以降の現存する中国俗文学のテキストはほと

んど版本であって、写本ではなかった。そもそも

『永楽大典』や『四庫全書』といった、皇帝の閲

覧に備えることを主目的に宮中に儲蔵された大部

の写本を除き、版本成立後の中国で写本がテキス

ト研究の対象となることは近年までなかったとい

ってよい。この意味で、中国俗文学におけるテキ

スト研究は版本研究に限られていたといって過言

ではなかった。だが、ひるがえって考えるに、版

本を作るには版下が必要であり、版下は結句写本

であったから、ハイデの考えを宋以降の俗文学研

究の世界に援用して差し支えないばかりか、きわ

めて全うな考え方であるといえるのではあるまい

か。以下に述べるところは、この認識により、ハ

イデのいうヨーロッパ中世の「英雄叙事詩」を、

宋元以降の歴史小説を含む歴史物語に援用し、就

中 も人気の高い、楊家将を主人公とする楊家将

物語3について、「テキストの変更」の様相、さらに

はその要因を考察しようとするものである。 
 
一 楊文広は誰の子か 
楊家将の活躍を語る家将物語としては、『南北宋

志伝』の『北宋志伝』と『楊家府世代忠勇演義志

伝』が挙げられる（この両者を以下では小説楊家

将とよぶ）。両者の相違や成立の先後については

これまでも様々に論じられてきたし、おそらくこ

れからも論ぜられることであろう。本論もそうし

た論文のひとつであることに相違ないのだが、上

述のごとき、これまでとはいささか異なった観点

からこの問題を論じたいと考えている。そこで、

両者の先後をめぐる論争の 大の争点となってい

る楊文広の両親の相違について簡述したうえで、

それに関する卑見を述べることにより、この問題

の検討を始めたい。 

楊家将は宋の、北漢からの降将楊業を初代とす

る一族の（男女の）武将の総称である。楊家将初

代の楊業（約 925-986）には『宋史』列伝 31 に伝

があり、そこに契丹が六郎とみなしたとされる（目

為六郎）二代目の延昭（初名延朗）とその子、楊

業にとっては孫にあたる文広の伝が附されている

（この本伝には楊業の父楊信についての言及もあ

り、本来ならこちらを初代とすべきであるが、小

説楊家将に楊信は登場しないから、本論では楊業

を初代としておく。ちなみに楊家将ものの戯曲に

は楊業の父として楊滾ないし楊袞が登場するもの

があるが、この楊滾（楊袞）についても本論では

論じない）。この楊延昭が小説楊家将においては楊

継業（楊業）の第六子とされる六郎延昭であるの

だが、実在の延昭は第六子ではなく長子であった

らしい。六郎はあくまでも契丹からの呼称であり、

兄弟順を示すものではなかったようである。では

なぜ契丹は楊延昭を六郎といったのか。南斗また

は北斗の第六星になずらえたとの説などもあるが4、

定説とまではいえないようであり、筆者にも新し

い見解があるわけではないから、本論ではこの点

についてはこれ以上触れないことにする。 

小説楊家将では六郎延昭を第六子とする男の兄

弟七人と二人の妹が活躍する。これが小説楊家将

の第二世代である。この九人の子の母が楊継業の

令公に対し令婆とよばれる佘太君であるが、本伝

には言及がない。佘太君は『関中金石記』などの

記載により、永安軍節度使折徳扆(917-964)の女と

されるが、信憑性は低い5。九人の子を一人で生む

ことはもとより可能であるが、楊継業の死後もゴ

ットマザーとして楊家をまとめ、百歳を優に超え

る？長寿を保ち、死の影すら感じさせない楊令婆

は、小説楊家将にあっては孝行な董永の償債を援

けるため天帝に命ぜられ天下った織女と同様、忠

義な楊継業（とその子孫）の守護女神とされてい

た、否、楊令婆のみならず楊家の女将はすべて女
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神ないしはその娘たちと意識されていたようにみ

える6。 

そもそも（楊令婆即佘太君を除く）楊家に嫁し

た女将で子を生まなかった者は、いずれも長命で

あり、小説楊家将にその死に関する記述がみあた

らない。そのこと自体は異とするにたらないが、

それゆえ、否、いずれが因であり果であったかは

さだかでないが、「十二寡婦征西」などという破

天荒な物語さえ紡ぎだされるに至った点は注目に

あたいする。とはいえ代々に亙る一族の武将の物

語を語り継ぐためには楊家の次代を担う男将とこ

れを生む女性（女将）が必要であった。小説楊家

将にあっては、楊継業、楊六郎を継ぎ楊家を担う

存在が架空の楊宗保であり、宗保を継ぐのが実在

の楊文広であった。だが、肝腎な文広の生母が二

つの小説楊家将では異なっていた。 

史書に一切記述のない楊宗保が小説楊家将三代

目であり、その父母が六郎と柴郡主であることは

すべての楊家将物語において変わりはない。とこ

ろが、文広はといえば、『北宋志伝』では宗保と

は齢の離れた弟、すなわち六郎と柴郡主の子とさ

れ、『楊家府世代忠勇演義志伝』では宗保と穆桂

英の子とされていた。『南北宋志伝』の編者熊大

木は嘉靖頃の人であるから、その現存しない原刊

本の刊行時期も嘉靖年間と思しく、万暦二十一年

序刊本も現存しているから、現存 古の刊本が万

暦三十四年序刊本である『楊家府世代忠勇演義志

伝』より早く刊行されていたであろうことはほぼ

確実である（これを裏付けるもうひとつの根拠に

ついては後述する）。よって『楊家府世代忠勇演

義志伝』は、先行して刊行された『北宋志伝』に

登場している架空の宗保の存在、さらに男将は各

代一人の原則を受け入れたうえ、史実にもとるこ

とを承知で文広を延昭の子から宗保の子に付け替

える系図変更をあえてしたもの、『北宋志伝』は

宗保の存在については容認したものの、文広を六

郎の子とする『宋史』の記述との整合性について

はあくまでこれを維持しようとしたもののごとく

みえる（詳しくは後述する）。では架空の宗保（と

その妻穆桂英）が楊家将の欠かせぬ一員となった

のはいつごろのことで、その時点での文広の位置

づけはどうなっていたのか。 

 

二 楊文広はいつ、如何にして生まれたのか 

ここで二つの小説楊家将にあって、文広はいつ

如何にして生まれたことになっているかを確認し

ておきたい。まず『北宋志伝』であるが、文広は

七十二座の天門陣のひとつ、靑龍陣における戦闘

中に柴郡主から生まれたことになっている。そこ

にいたる状況は以下のごとくだった。 

宋の軍師鍾道士に妻の穆桂英と母の柴郡主の出

陣を求められた宗保は、「桂英可行、吾母柴太郡

有孕在身、如何破得此堅陣」と反対した。だが、

鍾道士は「以孕気勝之。管取无事」と、その懸念

は無用、むしろ妊娠中だからこそ出陣を求めるの

だと宗保を説得した。そのおもわく通り柴郡主は

戦闘中に産気付き危機に陥るが（霎時間、育孩子、

遂昏倒陣中）、鉄門金鎖陣を打ち破った穆桂英が

駆け付けて義母を救出した。青龍陣を守備してい

た鉄頭太歳は金光となって逃げ出そうとする。だ

が「血気」に「衝破」されて桂英の飛刀の錆とな

り、さしもの靑龍陣も総崩れとなった。 

以上が『北宋志伝』第三十七回「黄瓊女反投宋

営 穆桂英破陣救姑」のあらすじであるが、そこ

に見える「按一統志、文広楊延昭所生。小説作宗

保之子、差誤尤甚」なる眉批により想定される楊

家将物語の生成と発展の経緯をめぐり、これまで

さまざまに議論がなされてきたわけである。 

これによれば、『北宋志伝』以前の「小説」（こ

れを以後旧本楊家将物語、略して旧本と称する。

旧本小説楊家将としないのは、それが広義にせよ

小説であり、なおかつ文字テキストとなっていた
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かがさだかでないからである）においては、文広

の父は宗保となっていたとわかるからである。母

についての言及はないが、宗保の子である以上柴

郡主ではありえず、小説楊家将では宗保の妻とさ

れる穆桂英であった可能性が高い。『北宋志伝』

は青龍陣での戦闘につき、桂英が郡主の生んだ子

を己の懷にいれて（以所生孩児納在懷中）闘った

と述べ、後人が桂英の功績を称えたとする詩、「戦

陣纔交勢已危、桂英于此顕雄威、飛刀斬落妖元首、

奪取英雄得勝帰」を掲げ、戦闘終了後、生まれた

子を見た令婆が「此児面貌与兄宗保无異」といっ

たとする。昏倒した柴郡主が我が子を懐に入れて

闘えなくても不思議はないが、筆者はこの部分、

もとは「与父宗保无異」であり、それに先立つ「桂

英可行、吾母柴太郡有孕在身」についても「桂英

不可行、吾妻有孕在身」であった可能性を考えて

みたいのである。 

つまり、『北宋志伝』のこの部分、旧本では穆

桂英のひとり舞台であったのだが、熊大木により、

子を靑龍陣で生む役割については柴郡主に振り向

けられ、あわせてその子についても文広とするよ

う変えられたと考えているのである。ただし、旧

本に青龍陣の闘いの場面があり、そこで穆桂英が

赤子を生んでいたとしても、その赤子が文広とさ

れていたかについては、いま少し慎重に検討がな

されなければならない。 

ひるがえって考えるに、『楊家府世代忠勇演義

志伝』には文広の誕生の状況に関わる記述がなか

った。文広の生誕に関わる記述というべきものは、

巻 6 の「儂王攻破長浄関」で、宗保を元帥、文広

を先鋒に任ずるとの聖旨を夫から伝えられた木

(穆)夫人が、「夫君老矣。妾年五十始生文広、児又

幼小、倘有疎失、怎生区処」と気遣いをみせる場

面が唯一のものであり、これにより文広が宗保と

桂英の晩年の初子に設定されていたことがかろう

じてわかるのみである。ちなみに巻 5 の「黄瓊女

反遼投宋」に『北宋志伝』と同様、靑龍陣で柴郡

主が子を生む場面があるが、その子は当然文広と

はされていない。 

按ずるに、『楊家府世代忠勇演義志伝』が文広

を桂英（即宗保）の晩年の子と（設定し直）した

のは、文広の儂智高の乱平定を合理化させるため

ではなかったか。六郎（や宗保）の活躍した太宗

の在位時期(976-997)と儂智高の乱(1052)との間に

存在する 50 年あまりの時代の隔たりを埋めるに

は、文広を六郎の子とする『北宋志伝』の設定で

は無理と判断し、これを解消すべく、旧本の、文

広を宗保（と穆桂英）の子とする設定のままに、

新たにそれに晩生の初子とする要素を加えたので

あろう。かくすることにより、如上の時代の隔た

りは無視できる程度となったが、新たな問題も出

来してしまった。それなら靑龍陣で柴郡主（旧本

では穆桂英のはず）が生んだ赤子は誰で、その後

どうなったのかがそれである。 

六郎と柴郡主の子、宗保と桂英の子のいずれと

するにせよ、陣前出産の赤子を文広とするなら、

楊家将の系図を、三代目に兄の宗保と歳の離れた

弟の文広を置く複線とするか、三代目宗保、四代

目文広の単線とするかの相違はあっても、如上の

問題は出来しない。だが、『楊家府世代忠勇演義

志伝』の場合、後日いくらでも活躍させることが

可能な陣前出産の赤子を、名も無きまま、その存

在を黙殺してしまうことになるからである。 

 

三 必要にして不可欠だった？陣前出産 

文広による儂智高の乱平定の物語と、文広を宗

保と桂英の晩年の初子とする設定が連動していた

可能性の高いことは既述した。そこで陣前出産の

赤子について考察するに先立ち、再度、楊家将物

語における文広の両親について整理しておくこと

にしたい。 

既述のごとく、『北宋志伝』が陣前出産の場面
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に双行注をいれ、旧本での文広の父は宗保だった

という以上、旧本が生まれた子を文広、母を桂英

としていたとみるのは妥当だろう。だが、陣前出

産のモチーフが楊家将物語に組み込まれた当時、

楊文広が活躍する物語がその隊列に加わってはい

なかったのなら、以上の推察が妥当とは必ずしも

いえまい。 

ひるがえって、文広の両親のみに着目するなら、

『楊家府世代忠勇演義志伝』の方が『北宋志伝』

より旧本に近いことは明らかである。だが『楊家

府世代忠勇演義志伝』には、旧本や先行刊本であ

る『北宋志伝』を踏まえ、当時巷間に流布してい

たにもかかわらずこの両者に組み込まれることの

なかった楊家将物語や、楊家将物語とはもともと

縁もゆかりもなかったモチーフをも組み込むため、

大小さまざまな修正・変更が加えられた可能性が

ある。だから短兵急に先の結論にとびつくのは危

険である。かつて筆者が論じたごとく、物語は生

き物であって、変転常ならぬものであるから7、旧

本に文広の物語があったか否かは、順を追って考

える必要があるのである。 

楊家将物語が語られ始めた当初において、架空

の宗保が文広の兄ないしは父として登場していた

とは考えられない。その宗保（と穆桂英）が登場

しない楊家将物語を、旧本と区別し、本論では原

本楊家将物語、略して原本と称することにする。

この原本に文広が登場していたことを思わせる記

述は、二つの小説楊家将にはみあたらないのだが、

仮に原本に文広が登場していたにしても、それは

六郎（と柴郡主？）の子としてであったろうし、

文広を主人公とする儂智高の乱平定の物語は語ら

れてはいなかったはずである。 

しからば楊家将物語は少なくとも以下の四段階

をへて生成発展をしたことになろう。すなわち、

楊宗保（と穆桂英）は登場せず、楊文広も登場し

なかっただろう原本→宗保（と穆桂英）が登場し、

天門陣をめぐる攻防と桂英の青龍陣中での出産が

語られる旧本→陣前出産の女将を柴郡主、その赤

子を文広とし、宗保と十二寡婦を征西させる（た

だし文広は活躍しない）『北宋志伝』→文広を宗

保（と桂英）の晩生の初子、柴郡主が陣前出産し

た赤子を宗保の歳の離れた架空の弟とし、文広に

儂智高の乱を平定させ、文広の架空の子懐玉と十

二寡婦を新羅遠征にゆかせ、懐玉の太行山退隠を

もって楊家将物語を終幕させる『楊家府世代忠勇

演義志伝』がそれである（ちなみに原本と旧本、

とりわけ原本には、口頭の物語ないしは写本の段

階に留まり、出版にはいたらなかった可能性が高

そうである）。とはいえ如上の整理にはいささか

問題がある。旧本で穆桂英が青龍陣で生んだとさ

れる赤子が、当初から文広といわれていたのかが

さだかでないからである。穆桂英が青龍陣で生ん

だ赤子を旧本は文広としていたのか、それとも誰

とも明記（ないし明言）されていない赤子を熊大

木が文広と思い込み、本文を改め先の双行注を附

したのか、さらには旧本に二段階があり、赤子を

誰とも語らない早期の旧本から、熊大木が見た時

点では文広とするものに変わっていたのか。 

この問題を考察する際に見逃せないのが、靑龍

陣の攻略には孕気が欠かせなかったという点であ

る。つまり、宋軍が青龍陣を打ち破るには、妊娠

中の女将が出陣し、そこで産気付く必要があった

のである。それゆえ、柴郡主が青龍陣で生んだと

される子の旧本における父母の考察（柴郡主であ

る限り議論の余地はないのだが）からいったん離

れ、そもそも旧本にはいずれかの女将が（青龍陣

か否かは別として）陣中で出産する場面が存在し

ていたのか、存在していたのならその女将は誰で、

楊家将物語への陣前出産のモチーフの追挿にはい

かなる意味・役割があったのかが検討されねばな

るまい。 
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四 陣前出産の子に名はあったのか 

靑龍陣は天門陣のひとつであり、天門陣の攻略

は宗保が擎天聖母から授けられた兵書によってな

された。擎天聖母は穆桂英の師であり、桂英は師

の示唆で宗保を陣前招親した。しからば天門陣と

宗保（ならびに桂英）は密接不可分の関係にあっ

たことになる。だから（靑龍）陣前出産の情節も

天門陣、楊宗保（ならびに桂英）とセットで楊家

将物語に持込まれた可能性が高いことになる。よ

って宗保が登場しない原本には陣前出産のモチー

フは存在しなかったと考えてよく（いいかえれば

陣前出産の情節が存在しない楊家将物語が原本と

いうことになる）、宗保が登場する旧本にはまず

間違いなく陣前出産の情節が存在していたはずで、

靑龍陣で出産するのも当然桂英だったはずである。

それでは宗保（ならびに桂英）を史実に沿わない

ことを承知で六郎と文広の間に挿入したのはなぜ

か。『水滸伝』の田虎・王慶のごとく、否、武十

回のごとく、その間に宗保（と桂英）が縦横無尽

に活躍する物語、とりわけ天門陣をめぐる物語を

展開させるためだったに相違ない。 

旧本にあって、青龍陣（と仮によんでおく）攻

略時に宋軍の女将で妊娠中だった可能性のある者

といってまっさきに思い浮かぶ者は穆桂英を措い

て他になかろう。加えて桂英の夫宗保の母の柴郡

主も、宗保が若武者であり、当時の結婚年齢を考

えるなら出産能力はあったろう。この二人以外に

も女将は登場するのだが、未婚（既婚と明記され

ていない者を含む）だったり、寡婦あるいは新婚

間もなくであったりするから、妊娠中、ましてや

臨月間近な者はおるまい。加えて天門陣攻略に従

軍中の男将は六郎と宗保のみだったし、寡婦でな

い楊家の妊娠中の女将が夫を差し置いて従軍する

とは思えない。 

楊宗保による西夏達達国征西と金山籠城、十二

寡婦による宗保救出と凱旋をもって全篇を終える

『北宋志伝』に文広の活躍の場はなかった。按ず

るに、文広の靑龍陣での誕生が語られるならその

活躍の場があってしかるべきではあるまいか。だ

からこの終わり方は不自然である。対する『楊家

府世代忠勇演義志伝』は、文広に仁宗朝における

儂智高の乱平定とその後の化鶴匿隠（第 41～49
則）を用意するのみならず、神宗朝における西番

新羅国の犯宋と文広の再登場、第四子懐玉を引き

連れての征西ならびに十二寡婦、なかでも文広の

姉宣娘（宜娘）の儂智高の乱平定に引き続く活躍

（第50～57則）と、懐玉主導による太行山退隠（第

59 則）を語り全篇を終えることになっている（姉

宣娘の活躍が語られるには弟文広が登場していな

ければならない。だから文広が名のみの存在であ

る『北宋志伝』には宣娘が登場していないのであ

る）。すなわち、天門陣攻略以降の設定において、

二つの小説楊家将は十二寡婦による征西という大

枠についてはこれを同じくするものの、儂智高の

乱平定の物語の有無のみならず、時の皇帝や相手

国、そのおりの楊家の当主さらには十二寡婦の陣

容など、細部のほとんどが異なっていたのである。 

ちなみに、宋代の盛り場の「小説」では、西夏

を征服する物語の主人公は狄青であった8。しから

ばそれ以降に生起した儂智高の乱平定の物語の主

人公も狄青であるのが自然であろう9。ひるがえっ

て楊家将物語に儂智高の乱平定の物語が組み込ま

れる以前の時期であったなら、穆桂英が陣前出産

した赤子を文広とする必要もなかったわけで、旧

本の作者（語り手）にとってそれが誰かなどどう

でもよかったのかもしれない。だが後世の作者（な

いし出版者）にとって、それはそのままにはして

おけない重大問題だったはずである。楊家の女将

の子である以上、無事に生まれたのならそれが誰

かは必ず説明されなければならなかったろう。熊

大木はその苦境を脱するため、陣前で出産した女

将を穆桂英から柴郡主に変え、赤子を文広とした
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のではあるまいか。 

 

五 十二寡婦による征西とは 

ここでこれまでしばしば言及してきた十二寡婦

につきまとめて論じておくことにするのだが、つ

いては事前に断っておかねばならないことがある。

二つの小説楊家将における楊家の第二世代の男子、

すなわち楊継業と佘太君の七人の子の諱には異同

があり、そのまま比較をしては混乱を来すことに

なる。そこで、本論ではこの七人につき、諱でな

く太郎から七郎までの兄弟順でよぶことにする点

がそれである（諱のみならず、その行動などにも

異同はあるのだが、本論の趣旨に関わらないから

ここでは言及しないことにする）。 

太郎、二郎、三郎の三人は幽州に閉じ込められ

た太宗を救出する際（幽州救駕）に乱軍中で戦死

し、捕虜となった四郎は姓の楊を解字し木易と名

乗ったが、遼の蕭后に気に入られて公主の駙馬と

なり、後にその公主をともなって帰国する。五郎

は五台山に逃れ僧となった。七郎は雍熙の役の際、

父継業とともに陳家谷に閉じ込められ、そこを脱

出して潘仁美に援兵を求めたが、仁美の姦計によ

り乱箭で射殺された（継業も李陵碑に頭を打ちつ

けて死ぬ）。残った六郎が宗保の父で、楊家第二

世代男子のうちただ一人宋に仕えることになった。

以上の七人兄弟の下に二人の女子がおり、八娘、

九妹とよばれた。以上が楊家の第二世代であり、

七人の男子にはそれぞれ一人以上の妻がいた。こ

れが二つの小説楊家将に共通する設定である。 

次に「十二寡婦征西」の具体的な内容と参加し

た女将につき確認しておこう。『北宋志伝』の「十

二寡婦征西」は次のように設定されている。真宗

在位のみぎり、金山に閉じ込められた楊宗保を救

出するため以下の楊家の女将、周夫人（太郎の妻）、

黄瓊女（六郎の妻）、単陽公主 (蕭后の女)10、楊七

姐（六郎の女）、杜夫人（七郎の妻）、馬賽英（五

郎の妻）、耿金花（二郎の妻）、董月娥（三郎の

妻）、鄒蘭秀（二郎の妻）、孟四娘（太郎の次妻）、

重陽女（六郎の妻）ならびに木(穆)桂英、八娘、九

妹の十四名が西夏達達国に向かう。本文中に「十

二員女将」の表現はあるが、夫宗保を救出に向か

う木(穆)桂英が寡婦のはずはなく、原注で「尚未納

婚」とされる楊七姐も寡婦とはみなせまいから

（「納婚」以前に婚約者が死んでいれば寡婦扱い

は可能性だが）、おそらく残る十二人が「十二寡

婦」ということになろう。「令将単陽公主押出斬

之、木桂英勧曰看此女容貌端厳、且是蕭后親生、

不如留他以為帳下号召。宗保允言、遂放了公主」11

とされる単陽公主は、四郎の妻に相違あるまいか

ら、この時点で四郎も六郎も死んでおり、八娘、

九妹も寡婦となっていたということなのであろう。 

これに対する『楊家府世代忠勇演義志伝』は、

まず仁宗の代に楊宗保、文広の父子が南蛮王儂智

高討伐で窮地に陥り、文広の姉宣娘の救援をうけ

危地を脱する前段があって、神宗の代に文広とそ

の子の懐玉が西番新羅国の征伐に赴き白馬関に閉

じ込められ、宣娘ら「十二寡婦」により救出され

る後段に続くことになっている（同様の物語が、

設定をかえ二度繰り返されているということ）。

新羅国の侵宋は、李王が西夏人張奉国八臂鬼王に

軍を率いて莫耶関を攻撃させたことに始まる。新

羅国といい李王というから東方朝鮮を意識してい

るにもかかわらず、西番、西夏といい征西にこだ

わるのは、十二寡婦による出征はあくまで西方に

なされねばならなかったことを示唆しよう。按ず

るに、西方には西王母のいる崑崙山があるからで

あり、征西は西王母の娘である「十二寡婦」が崑

崙山に帰還することを意味しているからなのでは

あるまいか。 

閑話休題、『楊家府世代忠勇演義志伝』で「十

二寡婦征西」に参加した女将は、宣娘（文広の姉）、

満堂春（文広の女）、鄒夫人、孟四嫂、董夫人、
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周氏女、楊秋菊、耿氏女、馬夫人、白夫人、劉八

姐、殷九娘の十二人となっており、「倶寡婦也」

とされるから、校閲者秦淮墨客が「十二寡婦」の

内実にこだわったことがわかる。このなかには、

『北宋志伝』の「十二寡婦」と共通すると思しい

者もいるが、新参者も目に付く。劉八姐、殷九娘

は八娘、九妹が劉某、殷某に嫁いで寡婦になった

との設定であろう12。白夫人については皆目見当が

つかないが、そのことはしばらく措く。ここで注

目すべきは、「十二寡婦」の構成員が六郎たち第

二世代の妻と思しき女性から、第四世代の文広の

姉宣娘、第五世代の文広の娘満堂春まで、世代を

越えて広がっているのに、文広の母木(穆)夫人は

「已死」とされ、征西には参加していないことで

ある。以下ではこの点に着目し「寡婦」の意味合

いを考えてみたい。 

筆者は先に、楊継業の死後も楊家を統率し、百

歳を優に超える？長寿を保ち死の影すら感じさせ

ない楊令婆につき、小説楊家将では忠義な楊継業

（とその子孫）の守護女神とされていた、否、楊

令婆のみならず、楊家の女将はすべて女神ないし

はその娘たちと意識されていたのではないかと述

べておいた。 

筆者はかつておおよそ以下のように論じた13こ

とがある。当初両性を具有していた西王母がのち

に女性原理の体現者に変化したため、男女の交会

により自らの不老不死の能力を更新する必要が生

じ、その対象を人間界に求めることにした。とは

いえ道教のパンテオンをすでに上り詰めていた西

王母自身が人間界に憧れでてゆくわけにはゆかな

い。そこでその役割は（分身の）娘に托すことに

した。これが『新話摭粋』（や『緑窗新話』）の

遇仙類に見える「遇」や「歓」を求める女仙の正

体であり、小説楊家将に代表される、数世代に亙

る武将一族の物語にあって、戦場で男将と闘いこ

れを実力で負かして捕虜にしたうえ強引に夫とす

る（陣前比武招親）、女仙に師事する女将の正体

であって、その師事する女仙は西王母にほかなら

ない、と。 

ここで念のために付言するなら、西王母の娘た

ちがその不老不死の能力を維持するためにはある

条件があった（と思われる）。それは男に嫁して

も子を生まないということであった。いわゆる「十

二寡婦征西」に参加する女将は、『楊家府世代忠

勇演義志伝』では「此十二女倶寡婦也」と明記さ

れているが、『北宋志伝』ではすべてが寡婦との

記載どころか、既婚との記載もなかった。とはい

えそこに子がいることが明らかな女将が含まれて

いないことは確かであった。『北宋志伝』で穆桂

英が「十二寡婦征西」の一員として名を連ねるこ

とができたのは、『北宋志伝』では柴郡主が文広

の母となっていたため、穆桂英も未経産婦であっ

て、西王母の分身の地位を保てたからだったに相

違ない。逆に言えば、子を生むと西王母の娘（分

身）の地位と永遠の命を失い、崑崙山に帰還でき

なくなるのである。だから二つの小説楊家将のい

ずれにおいても子を生むことになっている柴郡主

は、征西に参加していなのである。柴郡主に文広

を生んでもらうことにした『北宋志伝』の穆桂英

には征西の資格があったが、『楊家府世代忠勇演

義志伝』の穆桂英にはその資格がないのみならず、

永遠の命もあたえられなかったのである。それな

ら青龍陣で子を生むことになっていた旧本の穆桂

英とその子のその後の運命はどうなったのか。 

 

六 赤子は無事産み落とされたのか 

そもそも「十二寡婦征西」の物語が旧本に存在

していなかったなら、その時点の穆桂英に「征西」

の資格があったか（未経産婦か否か）など論ずる

必要はなくなる。筆者は旧本に「征西」の情節は

なく、穆桂英は青龍陣で陣前出産したと考えてお

り、ここでこの問題についての検討を打ち切って
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もよいのだが、穆桂英の出産の問題は楊家将物語

に登場する女将を西王母の娘（分身）とする思考

（楊家将物語の女将を西王母の娘とみなす意識）

がいつそこに持込まれたのかの問題と密接不可分

に関わっており、この問題を論じないわけにはゆ

かないのである。なぜなら「征西」の構想が楊家

将物語に導入あるいは芽生えた時点で、穆桂英に

青龍陣で赤子を生ませるわけにはゆかなくなった

かもしれないからである。 

ひるがえって「十二寡婦征西」の原初形態であ

るが、筆者は、征西後昇仙ないしは行方不明にな

るというものではなかったかと考えている（いず

れにせよ師の女仙のいる仙山に還ることを意味す

る）。穆桂英が旧本で昇仙ないし行方不明になっ

ていたかはわからない。仮にそうであったなら、

おそらく子を生むわけにはゆかなかったろう。し

かし青龍陣は孕気（血気）でなければ打ち破れな

かった。臨月間近な女将（穆桂英）が戦闘に参加

すれば産気付くのは容易に予想される。鍾軍師の

狙いはそこにあった。女将（穆桂英）まで陣中で

死なせるつもりはなかったろうが、子の生死はお

そらくその慮外にあったろう。 

按ずるに、早期の旧本では青龍陣で産気付いた

桂英が早産した子はその場で死んだか、死産であ

った可能性があろう。さらに想像を逞しくするな

ら、戦闘を容易にするため桂英自ら堕胎したとも

考えられなくはない。仮に宗保が桂英の出陣に不

同意であったなら、宗を保つという名を持つ宗保

が、難攻不落？とはいえたかがひとつの陣を破る

ために楊家の血脈を犠牲にした桂英とその後それ

以前と同様の関係を維持できたとは思えない。必

ずや桂英は離縁され、師のもとに帰ることになっ

たはずである（その子が文広でないのはいうまで

もない）。そうした内容はとうてい受け入れがた

いと考えた者が、当初のそうした設定を変え、桂

英の出陣は宗保の同意を得たうえであり、子も無

事に生まれたと変え、子を生む役割も桂英から柴

郡主に変更することはありえよう。 

では筆者が早期の旧本では桂英が青龍陣を破る

ため自ら堕胎した可能性を考えた根拠は何か。 

 

七 『海遊記伝』と陳靖姑 

 福建で信仰される女神陳靖姑を主人公とする白

話小説に文元堂重刊で上図下文の『海游記伝』2

巻がある。本文題を上巻は「新刻全集顕法白蛇海

遊記伝」、下巻は「新刻全像顕法降蛇海遊記伝」

とし、上巻巻頭第二行に「海北遊人 無根子 集」、

第三行に「建邑書林 忠正堂 刊」、封面の下部

に「全像顕法降」文元堂梓行」蛇海遊記伝」とある

が、下巻巻末に「全像海遊記伝下巻終」乾隆十八

年癸酉歳孟夏月穀旦」文元堂重刊」とあるから、

福建建邑の書肆忠正堂の刊本を乾隆18年に文元堂

が重刊したものとみなせる。文元堂や海北遊人無

根子については知るところがないが、忠正堂につ

いては、いずれも万暦刊本と推定される、『海遊

記伝』と同じ版式（上図下文で毎半葉十行毎行十

七字）で、同じく福建で信仰される女神媽祖を主

人公とする『天妃済世出身伝(天妃娘娘伝)』2巻を

刊行した忠正堂（熊龍峰）14や、「熊龍峯四種小説」

と仮題される四種の短篇小説を刊行した熊龍峯15

と同一書肆とみなせるから、『海遊記伝』の忠正

堂原刊本もこれと同時期に刊行されたと推定され

る16。 

ここで行論の都合もあり、『海遊記伝』の内容

を簡潔に紹介しておく。 

唐の敬宗元年のこと、観音大士が玉帝の催した

会から南海への帰途、閭山の法門が久しく振るわ

ないのを見て、頭髪を一本海中に投げ込み大白蟒

蛇とし、指の爪を福州羅源県の陳諫議の家に投胎

させ陳靖姑とした。後日陳靖姑に閭山で法を学ば

せて白蛇を退治させ巫教の法門を輝かせようとし

たのである。観音のおもわく通り、白蛇は烏虎の
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精とともに古田県の災厄となった。靖姑の兄に雪

山法天聖者の弟子の法通がいて、義兄弟の海清と

ともに白蛇と闘うが、海清の粗忽により白蛇に捕

えられてしまう。兄を救うべく閭山へ修行に向か

った靖姑は、道々李三娘、林九娘と姉妹の契りを

結ぶ。九郎法主に三人の師に指名された張大夫人

は靖姑には法を、李三娘には安胎催生救産法を、

林九娘には収四季瘟疫法を授ける。修行を終え古

田へ向かった靖姑は、閭山の軍馬の援けと法宝に

より法通救出に成功する。その後、法通は閭山に

修行にゆき、靖姑は羅源県の王通判の子王暹と結

婚する。再び古田の災厄となった白蛇退治を依頼

された靖姑は、妊娠七か月の胎児を自ら早産させ、

楼上の倉中にその子を隠し、湧海法を中庭に施す

などし、海澄(清)には浄水一碗（沙水）を与えてこ

れを守護するよう命じ、白蛇と闘う。靖姑が血を

流しながら追ってくるのを見て事情を察した白蛇

は靖姑の家に向かい、老婆に化けて海澄を騙し子

を人質とした。靖姑の訴えをうけた世尊は子を取

り戻し、吉祥と名付けて弟子とした。白蛇は逃げ

出す。(上巻） 

白蛇は毛(茅)山で八郎法主から「呵毛成剣、撒豆

成兵」の法と帝鐘を授かり古田に戻る。法通兄弟

と靖姑は閭山沙王の神兵と龍角、銅撞、鉄撞二神

王の援助によりこれを破る。西海の龍宮に闖入し

た白蛇を靖姑が龍女、曽三姐、許五娘とともに追

う。白蛇は古田に戻り海清と変化比べをするが敵

わずとみて福州にゆき、閩粤王聖后の蒋露娘を喰

い殺してこれに化け、病を癒す薬として靖姑の心

肝を求める。靖姑に説得された王に正体を見抜か

れ尾を斬り落とされた白蛇は逃げ出し、靖姑は護

国慈済天妃崇福順懿大奶夫人に、夫の王暹は泉州

海口巡検に封ぜられる。靖姑は世尊のもとから家

に戻った吉祥とともに白雲長老と千蝦大聖と闘い、

李三娘や龍女の援助を得てこれを破る。山中に捨

てられ朽ちるにまかされた白蛇の尾が怪をなし、

粤王の公主を攫って食おうとするが、公主は観音

に庇護される。公主を救った者を附馬にするとの

触れに樵夫の張大名が名乗りを挙げ、結拝兄弟の

秦仲と公主を救うが、秦仲に裏切られ洞窟に取り

残される。大名は観音に救出され、公主が渡して

いた金鐲が証拠となり真の救出者と認定され附馬

となる。回復した白蛇はまたもや古田で怪をなす

が、靖姑に敵わず観音大士に救けを求める。白蛇

を庇う観音に海清が挑むが軽くあしらわれる。観

音は自ら白蛇を廟中に封じ込め、靖姑にこれまで

の経緯を伝え、靖姑を巫法の王とし、民間諸般の

疾苦、十殤の災を救わせることとした。後日靖姑

には天から福州古田県霊永（臨水）宮都天鎮国大

奶夫人に封ずるとの玉旨が下った。（下巻） 

  以上が『海遊記』のあらすじであるが、沈滞し

ていた閭山の巫教を復興させる目的で観音が自身

の頭髪を白蛇に変え、福建の古田で人身御供を求

めさせ、なおかつあらかじめ自身の爪を陳靖姑と

して投胎させて両者を闘わせるといういかにも荒

唐無稽なもので、下巻には民間説話のAT300龍退

治（屠龍者）のモチーフも認められるから、小説

というより陳靖姑に関わる福建の民間伝説、民間

信仰を集成した作品と見るべき作品である。 

 陳靖姑（別名臨水夫人）は中国のあまたある女

神の一人であるが、一部の研究者を除きこれまで

さして注目されてこなかったようだ17が、台湾海峡

の両岸では今も篤く信仰されている18のみならず、

『道蔵』所収の『捜神記』(高1105・1106) がその

生涯を「順懿夫人」として紹介し（巻6）、いずれ

も明刊で、これと同内容の金陵（南京）三山対溪

唐富春刊の『新刻出像増補捜神記』6巻やこれを増

補した『三教源流捜神大全』7巻が現存する点に鑑

みれば、かつてもその信仰が盛んであったことは

明らかである19。それゆえ今なお陳靖姑の生涯をテ

ーマとする物語が福建を中心にさまざまに語られ

ている。次節においてそのいくつかを簡潔に紹介
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し、その後にそれと小説楊家将、なかんずく女将

の陣前出産との関係につき考察することにしたい。 

 

 八 福建各地で語られる陳靖姑物語 

 まず陳靖姑の生涯を語る文芸ならびに文献を簡

潔に紹介しておく。一つ目は閩北道壇での演唱本

で、七言長詩の体裁をとる『奶娘宗祖』3巻。二つ

目はこれをなぞったとされる、すでにその概要を

紹介した『海遊記伝』2巻。三つ目が閩浙各地で演

唱される鼓詞の『夫人詞』で、福建には流しで語

られるものと書場で語られるもの（福州評話の『陳

靖姑』）があり、浙南の麗水などの県では『陳十

四夫人伝』とよばれるもの。四つ目が湘西の儺戯

『海遊記』。五つ目が傀儡戯の『夫人伝』で、閩

東寿寧梨園教の『奶娘伝』3巻、閩西上杭高腔傀儡

戯『夫人伝』3巻、閩北南平山『夫人伝』、三明永

安大腔傀儡戯『皇君伝』、福清詞明戯『臨水平妖』、

莆仙傀儡戯『北斗戯』、浙江松陽高腔傀儡戯『九

龍角』、泰順傀儡戯『娘娘伝』、平陽提線木偶戯

の『南遊記（陳十四娘娘伝）』、江西上饒横峰傀

儡戯『奶娘伝』などがあり、閩劇に『陳靖姑』が

あるという20。 

 以上のうち、李高森等口述、呉大水等記録、華

俊校補の松陽高腔『夫人戯』ならびに歆韻供稿、

王仿注校の閩劇『陳靖姑』が『夫人戯－陳靖姑地方

神研究資料之一』に収められ、劉玉峰唱述、歆韻記

録の福州評話の一段「陳靖姑上山」、黄景農唱述、

唐宗龍・李蒙恵記録による麗水鼓詞の『陳十四夫

人伝』、趙連欽唱述、金崇柳記録による温州鼓詞

の『南遊』が『夫人詞－陳靖姑地方神研究資料之二』

に収められ、財団法人施合鄭民俗文化基金会刊行

の『民俗曲芸叢書』に郭文華口述、陳運良記録、

葉明生・袁洪亮校注の『福建上杭乱弾傀儡戯夫人

伝』(1996.6)、呉乃宇記述、葉明生校訂の『福建壽

寧四平傀儡戯奶娘伝』(1997.9)、徐宏図校訂の『浙

江夫人戯－松陽高腔九龍角』(2008.1)が収められて

いる21。ちなみに松陽高腔『夫人戯』と『浙江夫人

戯－松陽高腔九龍角』は基本的に同じものである。 

小説としては既述の『海遊記伝』に加え、『閩

都別記』401 回、『陳十四全伝』60 回、『臨水平

妖伝』17回、『陳十四奇伝』23回があるとされる

が、目睹できたものは『閩都別記』に限られる。

『閩都別記』は清の乾嘉間に福州里人何求が編纂

した、章回小説形式で福州地区の民間伝説、歴史

故事、地方掌故、風俗習慣、名勝古跡、俚謡俗諺、

方言土語などを集成した作品で、専ら陳靖姑の事

蹟を記録しているわけではないが、その第21回「洛

陽造橋観音顕応 鬢髪化蛇臨水降生」から第 83 回

「林九娘設計縛長坑 陳夫人数罪磔妖鬼」までの

処々に陳靖姑が登場している。 

 以上の諸文献に見える陳靖姑の白蛇などとの闘

いの細部は区々さまざまで、いちいち紹介するの

は煩に耐えないから、以下では本論の趣旨に関係

する、既に紹介した『海遊記伝』の陳靖姑が白蛇

と闘うため自ら自身の子を早産した情節に対応す

る部分に限り、そのあらましを紹介することにし

たい。 

 まず『浙江夫人戯（以後紛れを避けるため『九龍

角』とよぶ）』であるが、そこでは事情がいささか

異なる。閩越汀一帯に三年間雨が降らず、法師の

陳法清が雨乞いを依頼されたが験がなく焼き殺さ

れるところを逃げ出し、妹の陳靖姑に泣きつく。

妊娠中の靖姑は産気付くことを懼れ、「剖腹取胎

法」を運用して自ら胎児を取り出し、雲に乗って

汀州に向かい雨乞いをし、龍王を邪魔していた五

雷神、七雷神を斬り捨てる。かくて一帯には三日

三晩雨が降り続き、陳十四夫人の名は天下に轟い

たというのである。 

 『九龍角』第 3 本第 12 齣によれば、陳正(靖)姑

は「肚中有了十月懐胎在身、焉能上得雨台」と一

度は断るが、法清に懇請され「我今提起一把飛刀

剣、飛刀剣児破懐胎。(破肚介)(白)喔唷。(丑白)呀！
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大姐、你受苦了。(正旦接唱)忙把霊符封刀口、封起

刀口便痊癒。再将懐胎来変化、変化金絲鯉魚、銅

皮鉄骨一般貌（以下省略）」と自ら言わば帝王切開

し出陣することになっている。子は無事に生まれ、

帝王切開の痕も霊符でたちまち癒えたというので

ある。『夫人戯』も基本的にこれと同一であるが、

「十月懐胎」とはせず「六月懐胎」とするところ

が異なる（第3冊第21齣）。 

 閩劇の『陳靖姑』は後発の作品であるためか、

飛刀で「剖肚」するなどと乱暴なことはいわず、

「待奴入房演法脱胎，(脱胎変化完)諸事布置安穩、

諒妖魔難破此機、不免駕雲往白龍江演法」（第 6
本「脱胎祈雨」第16台）とこの間の経緯を曖昧に

記している。第 7 本「收長坑化灰」でも「待奴進

内、脱胎便了。(肚痛)(唱)痛殺我了、都只為普天

下大起干旱、我主爺命兄長、把雨来償、上天爺、

他不把大雨来下、我兄長到家来保我来叫、為百姓、

救全家、纔把胎脱、這一陣狠著心、把胎脱下、(入

帳)脱罷胎、我淨身去見当今」とこの場面が繰り返

されるのは不審であるが、それだけこの情節が重

要だということであろう。陳靖姑は「肚痛神昏」

を押して長坑鬼（『海遊記伝』の白蛇に相当する）

と闘って勝利するが、無理な脱胎（人工早産）が

原因で死ぬ。胎児は閭山により「補助胎煉成人」

され生き延び、霊通と命名された。 

 麗水鼓詞の『陳十四夫人伝』では第 3 冊第 4 段

「陳十四昇天」に「金刀一把捏手中 対肚一刀剖的

響 取出七月小懐胎 一口法水一遍呪 没疤没縫陳

神娘」とあり、祈雨後に「神娘使得煉丹法 要把骨

肉煉成人 七月懐胎煉両個 走馬霊通是児名」とあ

るから、陳静(靖)姑自ら刀を腹に突き立て七カ月

の子を取り出し、法水と呪文で傷口を治療したこ

とになっている。静姑は『九龍角』と同様の手立

てを講じてこれを保護し、祈雨を邪魔する雷公を

斬って福建福州に慈雨をもたらすが、その間に蛇

魂（妖魂）により「七月胎児」は血水にされてし

まう。この胎児は静姑の煉丹法により人の形を取

り戻し、走馬、霊通という三歳半の二人の子とな

ったが、静姑は罵父三句、翻天覆地、翻掉血河、

私斬雷公の罪により三年ずつ、都合十二年の寿命

を減らされ、二十四のおり昇天した。 

温州鼓詞の『南遊』の場合、正篇の末尾近くに

「神娘急忙落経楼、拜過公婆上輩人。離卻自家到

陳宅、急急忙忙上南雲楼、神娘身帶棉氈毯、神剣

拿来手中擎。胸膛定起用剣分、龍孕請入棉毯中、

方斗化鐘蓋龍孕、五色米化五色雲。白頭蠅化小白

龍、畚斗化作大猛虎。搽掃化作一根海藤、龍角化

作搖錢樹」とあるから、やはり自身帝王切開して

龍孕（胎児）を取り出し、同様の手立てを講じて

これを保護した後に雨乞いに臨み、龍女の助成を

えて龍に雨を降らせたことがわかる。蘆(閭)山で

催生書を学んで戻った陳靖姑は先の八か月の龍孕

を八歳の人とし走馬と名付けたが、靖姑自身はこ

の間に犯したさまざまな罪状により三十六年の寿

命を減らされ、二十四のおり昇天した。『南遊』

のこの部分には白蛇や長坑鬼は登場しないが、取

り出した龍孕を隠すためさまざまなカムフラージ

ュがなされているから、本来龍孕はこれらに殺さ

れたり攫われたりすることになっていたものであ

ろう。 

 福建上杭の『傀儡戯夫人伝』には第 8 段「陳進

姑出嫁」第 7 場に妊娠七か月とあり、陳海清が赤

子は六か月で生まれることもあるといい、催生符

で進姑に「産出男孩子」させることになっており、

福建寿寧四平の『傀儡戯奶娘伝』の第 4 本第 1 拍

「烏龍江靖姑祈雨」では、雨乞い中に長坑鬼に邪

魔されて水に落ち「血山崩去、一条神裙浸紅了」

となった靖姑の「人門」に林賽姑が催生符を貼り、

七か月の胎児を無事出産させることになっている。 

 『閩都別記』の場合、その第82回「陳夫人祈雨

捉蛇首 長坑鬼抱恨害婦胎」によれば、陳靖姑は「三

月胎孕」だったが、兄の危機を知り、胎を実家の
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「桶楻下」にとどめ白龍江に雨乞いにゆく。これ

を知った長坑鬼が陳靖姑に鎮められていた白蛇首

を解放し、靖姑の実家にゆき胎を喰わせる。胎を

喰われた靖姑は突然「腹中胎毀血崩、不勝疼痛」

となって水中に落ちるが、それにより清浄となり、

白蛇首を拿えることができた。だが「墜胎落水、

風寒侵入臓腹」が原因で死んでしまう。これには

伏線があって、靖姑が閭山を降りる際、師の扶胎

救産の法を学べとの勧めを聴かず、それがいやな

ら二十四歳のおりは隠跡し法器は使うなとの諌め

も守らなかった結果であった。喰われてしまった

靖姑の胎（三か月では胎児ともいえまいが）が復

活できなかったのはいうまでもないが、そのかわ

りか、後文に「懐孕七箇月」の楊家の嫂が長坑鬼

に腸もろとも胎児を引きずりだされたが、陳靖姑

の霊が駆け付け、腸肚を腹中に収めたため母子と

もに無事だったとある。これにより臨水夫人の「保

産救赤」の名声が高まったのはいうまでもない。 

 

小結－陳靖姑と穆桂英 

 今なお福建各地でさまざまなバリエーションを

もって語られる陳靖姑物語であるが、『湖海新聞

夷堅続志』の「神救産蛇」に記録される、難産の

すえ小蛇を産んだ徐清叟の子婦を救った、福州古

田県の陳夫人廟に祀られていた「救治難産」の女

神の伝承に鑑みるなら、宗力・劉群の『中国民間

諸神』（河北人民出版社、1986.9）の、陳靖姑を女

巫が死後神化し除妖・催生助産の神となったとす

る見解は首肯されよう。陳靖姑が退治したとされ

るさまざまな妖魔の代表は白蛇と長坑鬼であるが、

両者は二にして一の存在であって、名称に鑑みれ

ば長坑鬼も蛇に相違あるまい。いうまでもなく蛇

は水神であったから、歳月を経て妖力を具えれば

洪水も旱魃も引き起こせたろう。したがって祈雨

と白蛇や長坑鬼との闘いは結句同じものであった。

祈雨に失敗した兄にかわり、法力は強いが登壇を

忌む妊娠中だった妹が肩代わりせざるを得なくな

り、強制的に臨月以前の胎児を腹中から取り出し

て祈雨に臨むとの設定はあまりに突飛で、荒唐無

稽といわざるをえない。おそらく祈雨の後にそれ

が原因の早産で亡くなった実在の女巫（陳靖姑）

を救治難産の神として祀るようになる過程で作ら

れた神話に相違あるまい。とはいえ剖肚はもとよ

り脱胎にしても、その結果死を迎えるのでは、死

後神に祀られるにしてもあまりに救いがなさすぎ

よう。旧中国ではそうした物語も抵抗なく受容さ

れていたかもしれないが、やがてそれでは子を生

む当事者の女性に受け入れられなくなるのは自然

な流れであろう。かくてそのあまりに悲惨な結末

を救うべく、上記のごときさまざまなバリエーシ

ョンの陳靖姑物語が語られるようになり、靖姑も

胎児も死なずにすむようになった。大も小も死ぬ

から、大を活かすか小を活かすかをへて、大も小

も生きると変わったのである。 

 楊家将物語の青龍陣で陣前出産する女将の物語

では、臨月を押して出陣した女将が陣中で産気付

き、その血気（孕気は直截な言い方を避けたに過

ぎまい）が敵方の妖術の威力を削いだり、敵の陣

中からの脱出を阻んだりしたことになっている。

敵の妖術を破るため犬の血を相手に浴びせ掛けた

り、妊婦を裸にして逆さに半身を地中に埋めたり

するのは、通俗小説に枚挙にいとまのない語り口

のひとつであった。鍾道士のねらいははなから女

将に靑龍陣で産気付かせて血気を生じさせること

にあったに相違ない。しからば腹中の子の生死は

おろか、誰であるかなど、はなから語り手の念頭

にはなかったではあるまいか。むしろ生きていら

れては困ったのかもしれない。 

按ずるに、陣前出産の情節が楊家将物語に取り

込まれた語り物の時期においてはそれでもよかっ

たのかもしれないが、それがそれなりの知識人の

手をへて小説として刊行されることになれば、話
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は別であったろう。陣を破る目的で妊娠中の女将

を無理矢理出陣させ、産気付かせて危機一髪の事

態に陥らせたあげく、生まれた子は死んだなどと

するなど到底できなかったろう。楊宗保と穆桂英

を受け入れた当初の旧本は女将を穆桂英とし、子

については死んだとしていたと思しいが、やがて

それは女将については穆桂英のまま、子について

は文広とする、つまり後日無事成人したと変えた

と思しい。陣前出産の子を死んだことにはできな

かったためであろう。熊大木はこれを史実に近づ

けるため、女将についても柴郡主と変えた。これ

を承けた『楊家府世代忠勇演義志伝』は、文広の

儂智高の乱平定を合理化させるべく、陣前出産の

女将については柴郡主とする『北宋志伝』を継承

する一方、その子については旧本にならって誰か

を明らかにすることを避け、文広については穆桂

英の晩生の初子とし、その子とは異なることを示

唆するように変えたのであろう。 

おそらく早期の陳靖姑の物語は、祈雨の壇に登

るべく進んで自ら胎児を取り出し、祈雨には成功

するがそれがたたって死んで神に祀られると巫女

の物語であり、楊家将物語に組み込まれた当初の

穆桂英の陣前出産の情節は、敵の妖術使いと闘う

ため妊娠中にあえて出陣して産気付き、それが幸

いしたか予期の結果をもたらしたかして妖術を打

ち破った女将の物語、否、妖術を打ち破るべく自

身なんらかの方法で出産の時期を早めた女将の物

語ではなかったかと筆者は考えている。陳靖姑は

その結果死んで神として祀られ、穆桂英は離縁さ

れ仙山に帰った22のであろう。しからば巫女陳靖姑

と仙女穆桂英は案外近い存在であったかも知れな

い。 

 
 
 

                                                        
1 原著はClaudia Brinker-von der Heyde“Die literarische 

Welt des Mittelalters”Darmstadt 2007。引用は一条麻美

子の翻訳 (白水社、2017.8）による。 
2 この問題につき、筆者は拙論「歴史物語の生成と発展－高

家将物語を中心に」（『埼玉大学紀要 教養学部』第52巻第

2号所収、2017．3）で初歩的な見解を述べている。 
3 歴史小説、歴史物語、楊家将物語ならびに下文に見える家

将物語などの含意については、注2の拙論で述べている。

参照されたい。 
4 林岷「歴史与戯曲舞台上的楊家将」（『歴史月刊』1993.3）、
沈起煒『燕雲遺恨楊家将』（雲龍出版社、1991.1）などを参

照されたい。 
5 常征『楊家将史事攷』(天津人民出版社、1980.9)の「第八章 
佘太君与折家軍」などを参照されたい。なお佘は折と同音で

ある。 
6 拙論「西王母の娘たち－「遇仙」から「陣前比武招親」へ

－」（埼玉大学大学院文化科学研究科博士後期課程紀要『日

本アジア研究』第8号所収、2011.3）を参照されたい。 
7 この点については、注 2 の拙論ならびに「薛家将物語の生

成と発展－清朝宮廷演劇との関係を中心に－』（埼玉大学大

学院文化科学研究科博士後期課程紀要『日本アジア研究』

第14号所収、2017.3）を参照されたい。 
8『酔翁談録』甲集巻1〔舌耕敍引〕の「小説開闢」に「収西

夏説狄青大略」とあり、小説に『狄青演義前伝－五虎平西』

がある。 
9 小説に『狄青演義後伝－五虎平南』がある。 
10 小説楊家将で四郎が駙馬となる蕭后の女は瓊蛾公主であ

るが、『北宋志伝』の「十二寡婦」のメンバーには瓊蛾公主

でなく単陽公主が蕭后の女としてメンバー入りしている。

ところが『楊家府世代忠勇演義志伝』にはそのいずれの名

も見えない。なお戯曲楊家将の「四郎探母」では蕭后の女

は鉄鏡公主で、四郎との間に子がいることになっている。 
11 清朝宮廷連台戯の『昭代簫韶』に登場する単陽郡(ﾏﾏ)主は、

森羅国王の子孟金龍と行動をともにしており、蕭后の女で

はなく、天門陣の通明殿で九天元(玄)女に扮していて、木

(穆)桂英に刺殺される。なお『昭代簫韶』には瓊蛾公主な

らびにその妹で八郎の妻となった青蓮公主が登場する。 
12 清朝宮廷連台戯の『昭代簫韶』では、八娘は六郎の身代わ

りとなって死んだ胡守徳の弟守信に嫁いだことになってい

る。 
13 注6の拙論を参照されたい。 
14 上下巻巻頭に「潭邑書林 熊龍峰」、下巻巻末の蓮牌木記に

「万暦新春之歳忠」正堂熊氏龍峰行」とある。 
15 四種のひとつ「張生彩鸞燈傳」の巻頭第二行に「熊龍峯刊

行」とある。 
16 詳しい書肆情報などについては、『海遊記』(『民俗曲芸叢

書』所収、財団法人施合鄭民俗基金会、2000.6）所収の文元

堂本の影印本に附された葉明生の「古本陳靖姑小説之発現及

研究－《海遊記》校注引言」を参照されたい。なお同書には

文元堂重刊本を1991年に李寿宝が鈔写した筆記本ならびに

葉明生による校注本も収められている。 
17 過偉『中国女神』(広西教育出版社、2000.12)、吉田敦彦・

松村一男編著『アジア女神大全』(青土社、2011.3)は、いず

れも陳靖姑に言及しない。なお『中国女神』は新島翠・林雅

子により『中国女神の宇宙』の名称で翻訳された（勉誠出版、

2009.4 ）。 
18中国での陳靖姑研究の中心は葉明生で、その主編により、
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澳門で2014年に開催された“第二届陳靖姑文化論壇”、2015
年に開催された“首届臨水夫人陳靖姑文化国際学術研討会”

の主要論文を集めた『澳門陳靖姑文化論壇－首届澳門臨水夫

人陳靖姑文化国際学術研討会文集』（澳門陳靖姑文化研究中

心・澳門臨水宮値理会編、宗教文化出版社、2016.7）が出版

されている。日本での研究の中心は廣田律子と野村伸一で、

廣田は日本国中国民俗研究会の代表として、浙江省民間文芸

家協会、福建省民間文芸家協会、上海民間文芸家協会、上海

民俗学会と合編で『夫人戯－陳靖姑地方神研究資料之一』

(1993.10)、『夫人詞－陳靖姑地方神研究資料之二』（1995.3）
を刊行し、「中国の女性神とその芸能－浙江省説唱芸能鼓詞

『陳十四夫人伝』」(『歴史と民俗 神奈川大学日本常民文化

研究所論集』14 所収1997.9)、「『陳十四夫人伝』に唱われ

た地獄」(同15所収1998.9)、「説唱芸能〈唱南游〉の語り」

(神奈川大学経営学部十七世紀文学研究会『麒麟』9 所収、

2000.3)、「続編Ⅰ～Ⅴ」(同10～12,14,15所収、2001.3～2006.3)
などを発表し『海遊記』の翻訳稿も順次公表している。野村

は『東シナ海祭祀芸能史論序説』(風響社、2009.9）を著し、

徐曉望「福建省における女性の生活と女神信仰の歴史」、葉

明生「女神陳靖姑の儀礼と芸能伝承」を収める『東アジアの

女神信仰と女性生活』(慶応義塾大学出版会、2004.1)を編輯

し、自らは「台湾人の儀礼と物語(二)」(『慶応義塾大学日吉

紀要言語・文化・コミュニケーション』25 所収、2000.11)
や「福建民俗紀行」(同 27 所収、2001.12)を公表している。

なお葉明生の複数の論文が道上知弘により翻訳されている。

「福建女神陳靖姑の信仰、宗教、祭祀、儀式と傀儡戯『奶娘

伝』」(同26所収、2001.4)、「莆仙傀儡北斗戯と民俗、宗教

の研究」(同30所収、2003.3)、「福建女神陳靖姑信仰と閭山

夫人教」(研究プロジェクト「危機の共同体－東シナ海周辺

の女神信仰と女性の祭祀活動」所収)など。 
19 元・無名氏の『湖海新聞夷堅続志』後集巻2神明門・神霊

所収の「神救産蛇」は福州古田県で祀られる陳夫人とその廟

を紹介するが、そこに夫人の名は記されない。また清・姚福

均『鋳鼎餘聞』巻3「順懿夫人 臨水夫人 陳夫人」に『光緒

處州府志』『同治麗水県志』『閩雑記』による記載が見える。

なお清・姚東升『釈神』巻4「大奶夫人」は『新刻出像増補

捜神記』の再引である。 
20 注 18 の『澳門陳靖姑文化論壇－首届澳門臨水夫人陳靖姑

文化国際学術研討会文集』所収の葉明生「論臨水夫人信仰文

化在海内外的伝播」による。 
21『民俗曲芸叢書』には他に葉明生の『閩西上杭高腔傀儡与

夫人戯』(1995.10)があり、附録として「上杭高腔傀儡戯科儀

本三種」「上杭高腔傀儡戯《夫人伝》請神送神詞」などが収

められている。 
22 胎児を犠牲にしたわけではないが、たびたび薛丁山に別居

された女将に『征西薛唐三伝（異説後唐伝三集薛丁山征西樊

梨花全伝)』の樊梨花がおり、夫高瓊を棄てて師の女仙の待

つ山に帰った女将に『宋史奇書』の劉金定がいる。後者につ

いては注 2 の拙論でやや詳しく述べているので参照された

い。 




